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マ ンホ ー ルのステ ー ジ(文 = 横尾和義 絵 = てる いひ ろえ)

◆物語の舞台 : 名取市閑上

山形県在住 の作家チ
ー ムが

､ 震 災から 4 年が経過した っ ツ
灯 ノしりス さ ､

⊥ ～

2 01 5 年初頭､ 名取市閑上で出会っ た人物との交流の

中で 生まれた絵本｡ 震災後に生まれた子どもたち､

そして これから生まれてくる子どもたちのために､ 幼少

期の子どもたちへ の伝書として相応しい ｢絵本｣ とい う

メディア に着目し制作を施し､ 2 01 5 年 8 月 に自費出版｡

当時の記憶や､ 地震､ 津波に対する防災意識の啓発

と教訓の伝書として ､ 全 国レベ ルで報道により紹介され､

各地 で朗読､ 読み聞かせ の輪が広が っ て い る｡

●B 5 冊 子4 0 ペ ー ジ､ フルカラ ー

､ 定価 : 税 込1
,
0 8 0 円

●初版発行日 : 2 0 1 5 年8 月1 1 日

つなみのえほん(文 ･

絵 ‥ エ 藤真弓)

◆物語の舞台 : 南三陸町志津川

大地震が来たら津波もくるよ｡ な にも持たずに逃げよ

うね ｡ ひとりひとり､ もっ と高いところ に!

著者は地元で鎌倉初期から続く神社である上山八幡宮

の神職に従事｡ 五行歌人としての活動 でも知られる ｡

絵本は､ 5 歳になる息子や家族とともに体験した東日本

大震災の日の出来事を避難所生活の日常の中で描き､

紙芝居として伝承するために制作された ｡ 現在も地元

で は
､ 黙とうを捧げてから紙芝居を語りつ ぐ活動を続けて い る｡

●A 4 冊子4 6 ペ ー ジ､ フル カラ ー

､ 定価 : 税込 1 , 2 9 6 円

●初版発行日 : 2 0 1 2 年5 月 2 5 日

絵本朗読& ト ー クイベント

朗読コンサ ー ト

響学 ;雪誓警‡;ぎ
～

(朗読: ｢マ ンホール のス テ
ー ジ｣ ｢ つな みの えほ ん｣ ･ 他)

◇ ト ー クゲ ス ト: 横尾和義

(｢マ ンホ ー

ル のス テ
ー ジ｣ 原作者)

◆朗読 : ｢ マ ンホ ー ル の ステ ー ジ｣

◇ト ー クゲス ト: 松崎江里子

(｢マ ン ホ ー ル のステージ｣ 主人公モデル)

◆朗読 : ｢ つ なみのえほん｣

◇ト ー クゲス ト: 工 藤真弓

(｢つ な みの えほんJ 作者)

◇19 9 1 年 フ リ ー アナ ウンサ ー として独

立
｡ 仙 台 を拠 点 に ラ ジ オ パ ー

ソ ナリ

ティー､ C M ナレ ー

タ
ー

､ 司会な ど幅広

く活動 する傍ら､ 長年にわたりプロ のア

ナ ウン サーを養成｡

◇19 9 8 年 朗読家として の 活動を開始｡

活 動 の 場を全 国 に広 げ る｡ ホ ー ル で の

舞台公演の他､ 客船 ｢飛 鳥Il ｣ 世界 一

周 クル
ー ズ 船上､ 相田 みつ を 美術館､

富弘美術館等で の 作品朗読､ 学校や 企

業､ 地域 おこ しの ア
ー

トプ ロ ジェ クトと

ジョ イン トした朗読コン サートな ど､ 幅

広い 活 動 を展 開｡ 朗読が心 に与える影

響 (セラ ピ ー

効果) に注目し､ 心 癒し､

朗読 : 渡辺祥子

力を与 える言 葉や物語 を美しい 日本語の 響きにの せて 紹介する他､

講演や執筆で 言葉の力を届 ける活 動を手掛ける｡

◇2 0 1 1 年 3 月 東日本大 震災時に仙台せ疲災 した後､ 被災地と支

援者を結ぷ活動も積極的 に行い ､ 2 0 1 4 年8 月 エ ッセイ集 『3 .11 か

らのことづ て ～

災 後を生 きる人たちの言 葉 ～

』､(
T O ブックス) 出版｡

潜 映画上映会

名取市閑上で制作された映画 ｢ふしぎな石｣
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ヅヲの収益金 は､ 東 日本大農災の孤児を支援する ｢認 定特定非営利法人JE T O みやぎ｣ へ の 寄付 といた します｡




